
紹
介

浜
川
仁
訳
・
解
説

『
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
夕
雲
日
記
』

　
一
八
一
六
年
、
英
ア
マ
ー
ス
ト
使
節
団
を
北
京

へ
と
送
り
届
け
た
軍
艦
二
隻
（
ア
ル
セ
ス
ト
号
・

ラ
イ
ラ
号
）
は
、
待
合
中
の
奮
闘
を
使
い
朝
鮮
と

琉
球
を
訪
問
し
た
。
そ
の
際
の
見
聞
を
ラ
イ
ラ
号

艦
長
バ
ジ
ル
”
ホ
ー
ル
が
ま
と
め
出
版
し
た
も
の

が
、
箱
朝
鮮
・
琉
球
航
海
記
瞳
（
春
名
徹
訳
／
岩
波

文
庫
）
で
あ
る
（
以
下
『
航
海
欝
血
と
略
）
。
い

さ
さ
か
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
過
ぎ
る
き
ら
い
が

あ
り
つ
つ
も
、
琉
球
に
住
む
人
々
と
民
俗
風
習
を
、

詳
細
に
生
き
生
き
と
描
き
出
し
た
当
旅
行
記
は
、

出
版
参
す
ぐ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
り
、
当
時
の
琉
球
王
国
を
窺
い
知
る
貴
重
な
史

料
と
し
て
、
現
在
日
本
で
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い

る
。　

本
書
欄
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
叢
濃
日
記
臨
は
ラ
イ
ラ

号
に
乗
船
し
て
い
た
海
軍
士
窟
H
・
J
・
ク
リ
フ

ォ
ー
ド
の
日
記
の
内
、
琉
球
滞
在
部
分
を
訳
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
日
記
の
原
本
は
国
立
英
国
海
軍

博
物
館
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
は
琉
球
滞
在
中
、
琉
球
語

彙
の
収
集
を
自
身
の
任
務
と
な
し
て
、
積
極
的
に

現
地
の
人
々
と
交
流
し
、
記
録
を
残
し
た
。
ホ
ー

ル
自
身
、
『
航
海
記
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
ク

リ
フ
ォ
ー
ド
の
日
記
を
参
照
し
て
い
た
と
明
議
し

て
い
る
。
本
書
は
い
わ
ば
、
そ
の
一
次
史
料
に
あ

た
る
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
な
お
本
書
は
初
刊
行

の
新
出
史
料
で
あ
り
、
科
研
事
業
門
交
錯
す
る
ま

な
ざ
し
　
　
琉
球
・
沖
縄
を
め
ぐ
る
欧
米
の
ト
ラ

ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
総
合
的
研
究
」
（
代
表
・

山
里
勝
己
、
二
〇
＝
丁
二
〇
一
五
）
に
よ
る
研

究
成
果
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
簡
単
に
、

本
書
の
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。

　
日
記
は
一
八
一
六
年
九
月
二
十
一
日
よ
り
十
月

二
十
七
日
ま
で
の
一
ヵ
月
あ
ま
り
に
わ
た
る
。
艦

隊
が
那
覇
に
入
港
し
た
の
は
九
月
差
⊥
ハ
日
で
あ
り
、

そ
の
五
日
後
か
ら
出
港
の
日
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
日
の

ペ
ー
ス
で
日
記
は
綴
ら
れ
て
い
る
。
記
事
申
の
出

来
事
は
多
く
刷
航
海
鳥
偏
と
重
複
す
る
が
、
『
航

海
記
漏
が
い
わ
ば
艦
隊
の
公
式
な
遠
征
記
録
と
し

て
、
刊
行
を
意
識
し
た
客
観
的
記
述
が
な
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
本
書
は
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
個
人
の

日
記
と
し
て
、
彼
が
人
々
と
の
交
流
の
中
で
受
け

た
印
象
や
湧
き
出
た
感
情
が
実
に
の
び
の
び
と
気

兼
ね
な
く
、
書
か
れ
て
い
る
。

　
日
記
の
始
ま
り
か
ら
し
て
、
上
陸
許
可
が
下
り

な
い
憂
さ
晴
ら
し
に
望
遠
鏡
で
陸
の
女
性
た
ち
を

覗
き
見
す
る
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
神
秘
的
な
異

国
の
異
性
に
（
琉
球
側
が
徹
底
的
に
女
性
を
酋
洋

人
の
前
か
ら
隠
し
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
）
余
程
興

味
を
魅
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
は

何
度
も
難
船
す
る
役
人
た
ち
に
そ
の
妻
子
に
つ
い

て
質
問
し
、
運
よ
く
壷
中
で
女
性
の
姿
を
み
か
け

た
ら
、
そ
の
服
装
や
体
型
ま
で
一
「
魅
力
的
」

と
い
う
言
葉
を
添
え
て
　
　
詳
細
に
記
録
す
る
の

で
あ
っ
た
。

　
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
は
ま
た
、
琉
球
の
役
人
た
ち
と

艦
隊
中
で
最
も
深
く
、
親
し
く
な
っ
た
人
で
あ
ろ

う
。
日
記
中
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
、
彼
と
琉
球

人
と
の
会
話
内
容
に
割
か
れ
て
い
る
。
現
地
人
と

琉
球
語
・
英
語
を
互
い
に
教
え
あ
っ
た
ク
リ
フ

ォ
ー
ド
は
、
滞
在
後
半
に
は
通
訳
を
介
さ
ず
と
も

意
思
愚
母
が
可
能
と
な
り
、
琉
球
人
と
の
様
々
な

話
題
の
中
に
は
『
航
海
記
蜘
に
記
さ
れ
て
い
な
い

も
の
（
前
述
の
琉
球
女
性
に
つ
い
て
や
、
暦
や
時

計
の
話
な
ど
）
も
多
く
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

　
さ
ら
に
、
本
文
に
劣
ら
ず
本
書
の
魅
力
を
高
め

て
い
る
の
は
、
巻
頭
に
配
さ
れ
た
挿
絵
の
数
々
で

あ
る
。
ラ
フ
な
ス
ケ
ッ
チ
な
が
ら
鮮
や
か
な
こ
れ

ら
の
絵
は
、
艦
隊
の
船
員
ら
の
手
に
よ
る
も
の
で
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あ
り
、
当
時
の
琉
球
人
の
面
影
を
良
く
伝
え
て
く

れ
て
い
る
。

　
本
書
は
一
般
書
の
趣
が
強
く
、
平
易
な
訳
文
で
、

注
釈
や
巻
宋
解
説
な
ど
も
読
者
に
研
究
者
を
意
識

し
た
仔
細
を
極
め
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
全
書
を
通
し
て
表
れ
て
く
る
も
の
は
、

ク
リ
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
個
人
を
通
し
た
り
ア
ル
な

琉
球
の
情
景
で
あ
り
、
一
八
一
六
年
当
時
の
琉
球

を
覆
っ
て
い
た
空
気
が
そ
の
ま
ま
詰
め
込
ま
れ
た

よ
う
な
臨
場
感
を
与
え
て
く
れ
る
。
『
航
海
記
』

と
併
読
す
る
こ
と
で
、
よ
り
鮮
明
に
当
時
の
琉
球

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

琉
球
研
究
に
携
わ
る
す
べ
て
の
方
に
広
く
紹
介
し

た
い
。

　
　
（
四
六
判
　
二
六
四
頁
　
二
〇
一
五
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
不
二
出
版
　
税
別
一
八
O
O
円
）

（
張
子
古
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）

会
　
　
告

　
去
る
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史

学
研
究
会
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し

て
左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
記

1一一一　I　　　N　　　N　　　h

平
成
二
十
七
年
度
決
算
報
告

平
成
二
十
八
年
度
予
算
案

役
員
の
交
替

退
任

理
事
長
　
永
井
　
和

常
務
理
事
　
上
島
　
享
（
↓
理
事
）

　
　
　
　
　
久
保
一
之
（
↓
評
議
員
）

理
　
事
岡
村
秀
典
（
↓
監
事
）

　
　
　
　
　
川
島
昭
央
、
服
部
良
久

　
　
　
　
　
松
浦
　
茂
、
水
野
直
樹

監
　
事
小
関
隆
（
↓
理
事
）

評
議
員
　
小
野
澤
透
（
↓
常
務
理
事
〉

　
　
　
　
　
高
嶋
航
（
↓
常
務
理
事
）

　
　
　
　
　
矢
木
　
毅
（
↓
理
事
）

　
　
　
　
　
江
川
　
温
、
檀
上
　
寛

　
　
　
　
　
森
田
憲
司
、
山
内
昭
人

編
集
委
員
　
柴
田
陽
一
、
藤
井
翔
太

庶
務
委
員

2
、
新
任

　
　
理
事
長

　
　
常
務
理
事

理
　
　
事

監
　
　
事

評
議
員

編
集
委
員

庶
務
委
員

藤
井
律
之
、
山
崎
　
岳

山
田
　
徹

内
山
隆
彦
、
小
堀
慎
悟

都
留
俊
太
郎
、
仲
田
志
織

森
下
　
達
、
山
内
桜
子

井
谷
鋼
造
（
↑
理
事
）

小
野
澤
透
（
↑
評
議
員
）

高
嶋
　
航
（
↑
評
議
員
）

上
島
　
享
（
↑
常
務
理
事
）

小
関
　
隆
（
↑
監
事
）

合
田
昌
史

矢
木
　
毅
（
↑
評
議
員
）

岡
村
秀
典
（
↑
理
事
）

久
保
｝
之
（
↑
常
務
理
事
）

上
垣
　
豊
、
太
田
　
出

下
学
仁
志
、
角
谷
常
子

藤
永
　
肚

網
島
　
聖
、
黒
羽
亮
太

谷
口
良
生
、
土
口
史
記

石
野
達
也
、
小
山
田
真
帆

桑
林
賢
治
、
谷
　
雪
妃

後
藤
　
陸
、
宮
崎
雄
史
郎

121 （613）


